
　
本
日
、
第
24
回
森
と
花
の
祭
典
̶
「
み
ど

り
の
感
謝
祭
」が
、
新
緑
と
花
に
囲
ま
れ
た

こ
こ
日
比
谷
公
園
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
緑

の
少
年
団
な
ど
、
日
頃
か
ら
全
国
各
地
で
緑

化
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
皆
様
と
共

に
出
席
で
き
ま
す
こ
と
を
誠
に
喜
ば
し
く
思

い
ま
す
。

　
「
み
ど
り
」は
、
私
た
ち
の
日
々
の
暮
ら
し

に
潤
い
や
豊
か
さ
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、

多
く
の
生
き
物
た
ち
の
生
息
・
生
育
の
場
と

な
り
、
ま
た
温
暖
化
の
防
止
に
寄
与
す
る
な

ど
、
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
か
け
が
え
の
な
い「
み
ど
り
」を
後
世

へ
と
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
は
、
人
類
を
は

じ
め
、
地
球
に
暮
ら
す
多
く
の
生
き
物
に
と

っ
て
大
変
大
切
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
こ
と
を
実
行
し
て
い
く
た
め
に
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
森
や
花
に
ふ
れ
あ
う

こ
と
を
通
し
て
、
自
然
と
の
多
様
な
つ
な
が

り
に
関
心
を
深
め
、
み
ど
り
の
大
切
さ
を
認

識
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
日
、
表
彰
を
受
け
ら

れ
る
方
々
を
始
め
、
多
く
の
人
々
が
全
国
各

地
で
植
樹
や
緑
の
募
金
な
ど
の
緑
化
活
動
に

携
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
は
、
誠
に
心
強
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　
「
感
じ
よ
う　

み
ど
り
の
恵
み
と　

木
の

ぬ
く
も
り
」を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
さ
れ
る

本
祭
典
を
ひ
と
つ
の
契
機
と
し
て
、
よ
り
多

く
の
人
々
が
身
近
な
活
動
に
参
加
し
、
緑
化

の
輪
が
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
祈
念

し
、「
み
ど
り
の
感
謝
祭
」に
寄
せ
る
言
葉
と

い
た
し
ま
す
。

　
毎
年
4
月
15
日
か
ら
5
月
14
日
ま
で
は
、
多
く
の
方
々
に
緑
に
つ
い
て
の
理
解
と
関

心
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
に
設
け
ら
れ
た「
み
ど
り
の
月
間
」で
す
。

　
「
み
ど
り
の
感
謝
祭
」は
、
み
ど
り
の
月
間
中
に
全
国
各
地
で
行
わ
れ
る
各
種
緑
化
行

事
の
締
め
く
く
り
と
し
て
開
催
さ
れ
る
、
み
ど
り
に
親
し
む
祭
典
で
す
。

　
今
年
は
５
月
10
日
・
11
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
東
京
都
日
比
谷
公
園
を
会
場
に
開

催
さ
れ
、
併
催
さ
れ
た「
み
ど
り
と
ふ
れ
あ
う
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」と
と
も
に
、
森
林
と

緑
の
恵
み
を
実
感
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

緑の少年団員におことばをかけられる秋篠宮同妃両殿下

　

今
年
で
24
回
目
を
迎
え
た「
み
ど
り
の
感

謝
祭
」の
式
典
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
5
月

10
日
、
秋
篠
宮
同
妃
両
殿
下
の
ご
臨
席
の
も

と
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
わ
や
か
な
新
緑
の
中
、
東
京
消
防
庁
音

楽
隊
の
演
奏
に
あ
わ
せ
た
全
国
緑
の
少
年
団

連
盟
旗
と
緑
の
少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
の
入

場
行
進
で
式
典
は
ス
タ
ー
ト
。
開
会
宣
言
、

主
催
者
代
表
挨
拶
に
続
い
て
、
祭
典
の
名
誉

総
裁
・
秋
篠
宮
殿
下
か
ら
お
こ
と
ば
を
賜
り

ま
し
た
。

　
続
い
て「
み
ど
り
の
文
化
賞
」顕
彰
や
、
緑

の
少
年
団
・
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
代
表
に
対

す
る
苗
木
と
花
の
特
別
贈
呈
、
東
日
本
大
震

災
復
興
緑
化
用
苗
木
の
贈
呈
、
山
火
事
予
防

ポ
ス
タ
ー
用
原
画
入
賞
作
品
の
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
盤
で
は
、
平
成
27
年
全
国
植
樹
祭

開
催
地
・
石
川
県
の
芦ろ

じ
ょ
う
こ
う
か

城
校
下
緑
の
少
年
団

の
代
表
が「
先
祖
が
大
切
に
守
り
育
て
て
き

第
24
回  

森
と
花
の
祭
典

み
ど
り
の
感
謝
祭
秋
篠
宮
殿
下　

お
こ
と
ば

み
ど
り
の
感
謝
祭
名
誉
総
裁

た
自
然
や
伝
統
に
感
謝
と
恩
返
し
の
気
持
ち

で
、
緑
と
花
が
い
っ
ぱ
い
の
元
気
な
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」と
誓
い
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
は
、
参
加
者
が
記
念
撮
影

を
す
る
な
ど
、
会
場
は
穏
や
か
な
空
気
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
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「
み
ど
り
の
文
化
賞
」は
、
毎
年
テ
ー
マ
を

設
定
し
、
緑
や
森
林
に
関
し
て
顕
著
な
功
績

の
あ
っ
た
個
人
ま
た
は
団
体
を
対
象
と
し
て

顕
彰
す
る
制
度
で
す
。
平
成
２
年
か
ら
、
緑

豊
か
な
国
土
と
新
し
い
森
林
文
化
の
創
造
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
公
益
社
団
法
人
国

土
緑
化
推
進
機
構
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

第
24
回 

み
ど
り
の
文
化
賞
は
、
高
知
県

梼ゆ
す
は
ら
ち
ょ
う

原
町
で
、
永
年
に
わ
た
っ
て
森
林
林
業
行

政
や
地
域
振
興
に
大
き
く
貢
献
し
た
中
越
武

義
氏
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　みどりとふれあうフェスティバルは、「みどりの恵みと木のぬ
くもりを 『見て』・『触れて』・『食べて』感じる憩いの広場」をテー
マに、2日間にわたって日比谷公園で開催されました。
　イベントには、森にふれ、森を育み、木をつかう企業、団体、
NPO等が出展。木のクラフトやツリークライミング体験、鹿肉
などのジビエ料理など、子どもから大人まで楽しめる内容に、家
族連れをはじめ多くの人で賑わいました。

5月10日㈯・11日㈰　みどりの感謝祭

第
24
回 

み
ど
り
の
文
化
賞

　昭和18年、高知県梼原村（当時）生まれ。高
知県梼原町の職員を経て平成９年から同町長
を３期12年にわたって務め、森林を活用した
子どもたちの健全な育成をめざした森林セラ
ピー基地の指定をうけたほか、風力発電所の
設置、梼原町森林づくり基本条例の制定、木
質ペレット工場の整備など、町面積の91％を
占める森林資源の利活用に努めました。

受賞者　中
なかごし
越　武

たけよし
義 氏

式典に参加した緑の少年団

緑の少年団代表の誓いの言葉

森林の恵みを味わうジビエ料理

樹上の冒険！「フォレストアドベンチャー」
多くの人で賑わった

「MOTTAINAI てづくり市 」

木の香りいっぱい
「かんなくずのプール」

ステージプログラム
「葉っぱのフレディ ミニライブ」

テーマ：「森林の力を地域の力に」の実現を目指して

森をたんけん♪
「森のようちえんプチ体験会」
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